
私
有
か
ら
共
有
へ
の
転
換
（
２
０
１
５
・
１
０
・
２
） 

  

利
益
の
最
大
を
目
指
す
資
本
主
義
経
済
と
共
有
と
い
う
概
念
は
相
容
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
環
境
問
題
の
古
典
と
さ
れ
る

論
文
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」（
Ｇ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン 

一
九
六
八
）
は
、
牧
畜
を
生
業
と
す
る
複
数
の
村
人
が
自
分
の
利
益
を
最

大
に
す
る
た
め
、
共
有
の
土
地
（
コ
モ
ン
ズ
）
に
放
牧
す
る
家
畜
の
頭
数
を
増
加
さ
せ
て
い
く
と
、
土
地
全
体
が
荒
廃
し
て

共
倒
れ
に
な
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
共
有
は
適
切
な
手
法
で
は
な
い
と
い
う
論
理
で
あ
る
。 

 

そ
の
結
果
、
私
有
社
会
と
共
有
社
会
は
度
々
軋
轢
を
発
生
さ
せ
て
き
た
。
一
七
世
紀
初
頭
、
北
米
大
陸
へ
進
出
し
て
き
た

白
人
が
先
住
民
族
の
共
有
の
土
地
を
武
力
で
奪
取
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
ポ
ウ
ハ
タ
ン
部
族
の
酋
長
は
、
土
地
は
愛
情
に
よ

り
獲
得
で
き
る
の
に
、
暴
力
で
略
奪
す
る
理
由
が
理
解
で
き
な
い
と
発
言
し
て
い
る
し
、
白
人
か
ら
土
地
の
購
入
を
提
示
さ

れ
た
シ
ア
ト
ル
部
族
の
酋
長
は
、
空
気
や
湧
水
と
同
様
、
自
分
の
も
の
で
は
な
い
土
地
を
売
買
す
る
方
法
が
な
い
と
述
懐
し

て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
現
代
の
資
本
主
義
経
済
に
も
共
有
の
発
想
が
登
場
し
て
き
た
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
共
有
経
済
）
と

命
名
さ
れ
る
活
動
で
あ
る
。
い
く
つ
か
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
事
業
を
開
始
し
た
「
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ

ー
」
は
、
個
人
が
自
宅
や
自
室
の
使
用
し
な
い
期
間
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
登
録
し
て
お
く
と
、
宿
泊
し
た
い
人
々
が
予
約
し

て
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
世
界
の
三
万
以
上
の
都
市
に
一
五
〇
万
の
部
屋
が
登
録
さ
れ
、
す
で
に
四
〇
〇
〇
万
人
以
上
が

利
用
し
て
い
る
。 

 

空
室
で
は
な
く
、
空
自
動
車
を
賃
貸
す
る
「
ゲ
ー
タ
ラ
ウ
ン
ド
」
が
二
〇
一
一
年
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。
現
状
で

は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
み
で
の
運
用
で
あ
る
が
、
自
家
用
車
を
使
用
し
な
い
期
間
を
登
録
し
て
お
く
と
、
身
元
を
確
認
さ
れ
た

登
録
会
員
が
検
索
し
、
付
近
の
利
用
可
能
な
空
自
動
車
を
使
用
す
る
仕
組
で
あ
る
。
賃
貸
す
る
か
ど
う
か
は
貸
主
が
決
定
で

き
、
自
分
で
設
定
し
た
料
金
の
四
割
が
運
用
会
社
の
収
入
と
な
る
。
人
気
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
次
々
と
競
合
会
社
が
出
現

し
て
い
る
。 

 

日
本
に
も
登
場
し
て
い
る
。
対
象
を
住
居
の
宿
泊
か
ら
、
一
般
の
空
間
の
時
間
利
用
に
拡
大
し
た
の
が
「
ス
ペ
ー
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
そ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
時
間
単
位
で
利
用
で
き
る
都
心
の
料
亭
や
寺
院
、
郊
外
の
民
家
や
庭
園
、

地
方
鉄
道
の
列
車
や
企
業
の
運
動
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
様
々
な
空
間
の
利
用
可
能
時
間
と
単
価
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
全

国
の
印
刷
会
社
の
稼
動
し
て
い
な
い
時
間
を
利
用
し
て
、
冊
子
や
名
刺
を
格
安
で
印
刷
す
る
「
ラ
ク
ス
ル
」
も
話
題
に
な
っ

て
い
る
。 

 

無
理
し
て
購
入
し
た
別
荘
も
年
間
数
日
し
か
使
用
し
な
い
事
例
は
数
多
く
存
在
す
る
し
、
自
宅
で
も
長
期
出
張
や
転
勤
に

な
れ
ば
空
家
に
な
る
。
自
家
用
車
の
平
均
使
用
時
間
は
一
日
約
二
時
間
と
い
う
推
計
も
あ
る
。
料
亭
も
休
日
は
収
入
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
を
所
有
し
維
持
す
る
た
め
に
は
多
額
の
費
用
を
負
担
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
一
部
を
賃
貸
に
よ
っ
て
回

収
で
き
れ
ば
、
個
人
や
企
業
に
と
っ
て
は
十
分
に
価
値
が
あ
る
が
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
は
、
そ
れ
以
上
の
意
味

が
あ
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
自
家
用
車
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
二
〇
世
紀
中
頃
か
ら
路
面
電
車
を
撤
廃
し
て
き
た
が
、

そ
の
結
果
、
都
心
の
面
積
の
半
分
以
上
が
道
路
、
駐
車
施
設
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
な
る
と
と
も
に
、
大
都
市
圏
は
広
大

に
分
散
し
、
人
口
密
度
は
平
方
㌔
㍍
あ
た
り
二
〇
〇
人
と
希
薄
に
な
っ
た
。
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
網
羅
し
た
東
京
大
都
市

圏
は
二
六
〇
〇
人
で
約
一
三
倍
で
あ
る
。
私
有
を
前
提
と
し
た
資
本
主
義
経
済
の
無
駄
を
明
確
に
証
明
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
個
人
の
資
産
を
共
同
で
利
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
供
給
と
需
要
を
一
致
さ
せ
る
有
効
な
手
段
が
存
在
し
な
か
っ

た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
Ｐ
二
Ｐ
（
末
端
か
ら
末
端
）
の
情
報
交
換
が
実
現
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
分
散
し

て
い
る
膨
大
な
人
々
の
意
思
疎
通
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
威
力
に
よ
っ
て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
実
用
に
な
り
は
じ

め
た
。
経
済
構
造
が
私
有
か
ら
共
有
へ
巨
大
な
転
換
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。 


